
 

    復興復興復興復興のポイントのポイントのポイントのポイントⅤⅤⅤⅤ    安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな生産生産生産生産・・・・供給体制供給体制供給体制供給体制のののの整備整備整備整備     

 

１ 漁場・資源  

◆◆◆◆漁業漁業漁業漁業・・・・養養養養殖業再開殖業再開殖業再開殖業再開のためののためののためののための被害漁場被害漁場被害漁場被害漁場環境調査環境調査環境調査環境調査◆◆◆◆ 

 東日本大震災に伴う漁場悪化が懸念されることから，県内全域で，環境モニタリング

による状況把握を行いました。 

（実施状況） 

・ 県内全 域で水 質２３ 点，底 質２８ 点につ いて有 害物質 などの 調査を 実施し ま

し た（調 査時期 ：平成 ２４ 年９月 から１１ 月まで ）。水 質につ いて は，環 境

省 が定め る環境 基準と 比較 したと ころ，一 地点で 大腸菌 群数が 一時 的に基 準

値 を上回 る結果 となり まし たが， それ以外 は全て の地点 で基準 値以 下とな り

ま した。 一方， 底質に つい ては， 気仙沼湾 ２０地 点の中 １５地 点と 気仙沼 湾

以外の１地点で水産用水基準を超える油分が検出されました。 

・ 海底土 の油分 汚染が 懸念さ れる気 仙沼湾 につい て２０ 地点の 底質調 査を実 施

し ました （調査 時期： 平成 ２５年 １月）。 ２０地 点中１ ４地点 で油 分が検 出

され，震災時のオイルタンクなどからの流出油の影響が示唆されました。 

 

 

２ 流通加工  

◆水産物水産物水産物水産物のののの放射能対策放射能対策放射能対策放射能対策◆  

 平成２４年４月１日から，一般食品中の放射性セシウムの新基準値が１００ベクレル

／ｋｇに強化されたことに伴い，検査体制を強化するため，水産技術総合センターにゲ

ルマニウム半導体検出器１台を導入したほか，気仙沼水産試験場などに６台の簡易放射

能測定装置を導入しました。  

 県内の主要な５魚市場などに水揚げされる水産物についてはゲルマニウム半導体検出

器により２，４０６件の精密検査を実施し，うち３１３件については同センターが実施

しました。また，気仙沼水産試験場などに導入した簡易放射能測定装置により，簡易放

射能測定装置による検査６，１６７件を実施し，安全性を確認しました。  

 併せて検査結果を，市場仲買人などに情報提供することにより，円滑な取引の確保に

貢献したほか，記者発表や県ウェブサイトへの掲載，国の関係機関などへの報告を行い，

県内水産物の安全性を県内外にアピールしました。 

 

主主主主なななな事業事業事業事業      

課   名 

事業費（千円） 

［決算額] 

事    業    名 

水産業振興課 
40,083 

［90,654] 

県単独試験研究費（再掲） 

水産物安全確保対策事業 
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検査結果を踏まえた水揚自粛措置等

定定定定

期期期期

的的的的

にににに

検検検検

査査査査

をををを

実実実実

施施施施

１００１００１００１００ベクレルベクレルベクレルベクレル/kg

以上以上以上以上のののの値値値値がががが検出検出検出検出

（（（（１１１１地点地点地点地点））））

１００１００１００１００ベクレルベクレルベクレルベクレル/kg

以上以上以上以上のののの値値値値がががが検出検出検出検出

（（（（数地点数地点数地点数地点））））

当該品目の水揚自粛要請（県）

原子力災害対策基本法に基づ

き、出荷制限指示（国）

国の指示に基づき当該品目の

出荷自粛要請（県）

水

揚

げ

自

粛

１００１００１００１００ベクレルベクレルベクレルベクレル/kg

にににに近近近近いいいい値値値値がががが検出検出検出検出

宮城県水産物放射能対策連絡

会議から水揚自粛を要請

※ 著しく高い値が検出されると、国から摂取制限指示

－－－－主主主主なななな取組取組取組取組－－－－    

○○○○水産物水産物水産物水産物におけるにおけるにおけるにおける放射能対策放射能対策放射能対策放射能対策についてについてについてについて    

（関連事業：水産物安全確保対策事業）  

 

１１１１    新基準値新基準値新基準値新基準値のののの設定設定設定設定    

国では，食品中の放射性物質の暫定規制値を設定し，安全性の確保を図ってきま

したが，より一層の安全性の確保と長期的な観点での対策が必要として，平成２４年

４月から５００ベクレル／ｋｇとしてきた規制値を１００ベクレル／ｋｇとして新

たな基準値を設定しました。 

 

２２２２    新基準値新基準値新基準値新基準値にににに対対対対するするするする県県県県のののの対応対応対応対応    

１００ベクレル／ｋｇを超える水産物を

市場に流通させないための検査体制・管理体

制を構築し，安全・安心な本県産水産物を消

費者に供給することが不可欠であることか

ら，県では，平成２４年３月２３日から漁業

団体，流通加工団体など水産関係団体（２３

団体）が一堂に会する「宮城県水産物放射能

対策連絡会議」を設立し，調査体制を強化す

るとともに１００ベクレル／ｋｇ未満の値

でも出荷自粛・操業自粛の是非を検討するな

ど，本県水産物の安全性確保に努めていま

す。 

 

３３３３    検査体制検査体制検査体制検査体制のののの強化強化強化強化    

 本県海域を７つに区分し，本県の主要水産物などを対象とした検査計画に基づき，

毎週検査を実施しています。これにより，本県水産物の安全性や信頼性の確保に努

めています。 

また，本県産の水産物に対する放射能検査については，

平成２３年４月から東北大学の協力と水産庁の事業を活

用し，週に２０検体の検査を実施してきました。 

 平成２４年２月以降は最大５５検体まで拡充され，さら

に平成２４年４月１日以降は新たな基準値に対応するた

め，週に最大１００検体までの検査を実施しています。 

 さらに，平成２４年１０月からは，宮城県水産技術総合

センターに新たにゲルマニウム半導体検出器を設置し，毎

日最大７検体の精密検査が可能となり，さらなる安全性と

信頼性の確保，検査の迅速化を図っています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （水産業振興課） 

水産技術総合センターに設置されたゲ

ルマニウム半導体検出器（精密検査用） 
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